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「この人を見よ」
（ピラトの裁判）

（マルコ15:1～15）

挽地茂男
2019.9.8 日本基督教団・千歳丘教会

導入：讃美歌２１８番

1.「夜を守る友よ、闇夜を照らす

道のひかりは まだ昇らずや」

「旅ゆく友よ、かの山の端の

さかえ輝く 星かげ見ずや」

2.「さかえ輝く その星かげに

消えぬ望みは 懸りてありや」

「つきぬ恵みも くちぬ真理も

いよよ分明に 燦めくを見よ」

3.「露にしめとて 夜を守る業の

務めもはつる 朝は近きか」

「道になやみて 旅ゆく友の

待ちにし君も 今し来ませり」

わたしたちが今、読んでいます

受難物語では、朝が明けると最高

法院(サンヒドリン)が召集されま

した。あと２回夜明けを過ごせば、

復活の朝です。救いの完成に向か

って、着実に夜明けは繰り返され

ます。今日の夜明けは、今日なす

べき営みに人々を導きます。召集

された最高法院は、イエスの死罪

を確認すると、ローマ総督ピラト

の許に主イエスを送致します。ピ

ラトによる主イエスの詮議の始ま

りです。１節。「15:1 夜が明ける

とすぐ、祭司長たちは、長老や律

法学者たちと共に、つまり最高法

院全体で相談した後、イエスを縛

って引いて行き、ピラトに渡し

た。」ピラトは主イエスに、２節

ａ、「15:2 ピラトがイエスに、『お

前がユダヤ人

の王なのか』

と尋問し」ま

す。それに対

して２節ｂ。

「すると、イエスは、『それは、

あなたが言っていることです』と

答えられた」のでした。実は、こ

れが主イエスの最後の言葉でし

た。これ以降、十字架の苦しみの

場面で言葉を発するまで――マル

コ福音書によれば――この地上で

はもう一言も発することをなさら

なかったのです。主イエスの返答。

つまり「『ユダヤ人の王』などと

はわたしが自称していることでは

なく、あなたがそう言っているだ

けだ」という主イエスのピラトに

対する返答を耳にすると、黙って

いられない人たちがいます。祭司

長たちです。３節。「15:3 そこで
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祭司長たちが、いろいろとイエス

を訴えた。」もう主イエスは何も

お答えになりません。主イエスに

は、この場をなんとか切り抜けよ

うと知恵をしぼっている様子は微

塵も見えません。まず主イエスに

は、何としても死を免れようとい

う意志がありません。彼は神の御

心が成就するのを第一として、自

分の身を通して成っていく神の御

心をじっと見ているのです。ピラ

トは何も答えないイエスに再び問

いかけます。４－５節。「15:4 ピ

ラトが再び尋問した。『何も答え

ないのか。彼らがあのようにお前

を訴えているのに。』15:5 しかし、

イエスがもはや何もお答えになら

なかった

ので、ピ

ラトは不

思議に思

っ た 。」

この不思議は、イザヤ書５３章の

〈苦難の僕〉の生き様・死に様に

見られる不思議と同じです。イザ

ヤ書５３章１－４節。「53:1 わた

したちの聞いたことを、誰が信じ

えようか。主は御腕の力を誰に示

されたことがあろうか。53:2 乾

いた地に埋もれた根から生え出た

若枝のように／この人は主の前に

育った。見るべき面影はなく／輝

かしい風格も、好ましい容姿もな

い。53:3 彼は軽蔑され、人々に

見捨てられ／多くの痛みを負い、

病を知っている。彼はわたしたち

に顔を隠し／わたしたちは彼を軽

蔑し、無視していた。53:4 彼が

担ったのはわたしたちの病／彼が

負ったのはわたしたちの痛みであ

ったのに／わたしたちは思ってい

た／神の手にかかり、打たれたか

ら／彼は苦しんでいるのだ、と。」

主イエスの苦しみは〈自業自得〉、

身から出た錆、神の罰を受けてい

るのだ、と祭司長や律法学者や長

老たちや彼らに追従する群衆は考

えたかもしれません。主イエスは

人びとに〈罪の赦し〉を宣言しま

した。「あなたの罪は赦される。」

「あなたの罪はもう赦されてい

る。」ファリサイ派や律法学者の
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人たちの目には明らかな冒涜で

す。つまり神と神の任命された祭

司にのみ許可された〈罪の赦し〉

の宣言をヌケヌケと口にするイエ

スは、冒涜者以外の何者でもない。

主イエスが人々に〈罪の赦し〉を

伝えれば伝えるほど、彼は冒涜の

罪を重ねることになるのです。雪

の上を転がして雪だるまが大きく

なるように、人々に〈罪の赦し〉

を伝えれば伝えるほど、主イエス

は宗教指導者たち(祭司長や律法

学者や長老たち)の目には、神を

冒涜する者、冒涜の塊、罪の塊に

成っていったのです。その終着点

が十字架でした。宗教指導者たち

は最高法院(サンヒドリン)で、主

イエスに「神の冒涜者」の烙印を

確定したのです。実刑は死罪です。

しかし一方で今〈苦難の僕〉は神

の御心が成就していく時を、ただ

ただ沈黙の内に夜明けを待つよう

に――待っているのです。イザヤ

書５３章７節「53:7 苦役を課せ

られて、かがみ込み／彼は口を開

かなかった。屠り場に引かれる小

羊のように／毛を切る者の前に物

を言わない羊のように／彼は口を

開かなかった。」

ピラトには事の真相は分かりま

せんでした。いや主イエス以外は、

誰も分かってはいなかったでしょ

う。この囚人には、何か不思議に

思えることがいくつかある、それ

が気にかかるだけでした。ピラト

〔ラテン語読みした正式名は、ポ

ンティウス・ピ－ラートゥス

Pontius Pilatus、生没年不詳〕は、

ローマ帝国の第５代ユダヤ属州総

督〔ローマの歴史家タキトゥスに

よれば皇帝属領長官、在任：26年

-36年〕。彼は「祭司長たち〔大祭

司と大祭司退職者たち〕が、いろ
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いろとイエスを訴え」(v.3)るの

を聴きながら、この訴えが「ユダ

ヤ人宗教指導者たちのイエスに対

するねたみから」なされていると

判断します。今、群衆は、祭の慣

例に従って囚人の一人に特赦を願

い出ています。これをチャンスと

変えようとピラトは考えます。言

葉を荒げている祭司長や宗教指導

者たち以外の群衆に機会を与えれ

ば、この群衆はきっと、彼らの間

で人気のあったこのイエスという

男の釈放を願うだろうと考えま

す。イエスがエルサレムに入城し

たときの歓呼の声を、ピラトは覚

えていました。これで一挙に特赦

に持ち込んで、一件落着となる。

事件はこれで幕引きだ、とピラト

は考えます。６－１０節。「15:6

ところで、祭りの度ごとに、ピラ

トは人々が願い出る囚人を一人釈

放していた。15:7 さて、暴動の

とき人殺しをして投獄されていた

暴徒たちの中に、バラバという男

がいた。15:8 群衆が押しかけて

来て、いつものようにしてほしい

と要求し始めた。15:9 そこで、

ピラトは、「あのユダヤ人の王を

釈放してほしいのか」と言った。

15:10 祭司長たちがイエスを引き

渡したのは、ねたみのためだと分

かっていたからである。」しかし

祭司長たちは、主イエスを逮捕す

るときに遣わした子飼いの群衆か

ら始めて、群衆を扇動し始めます。

１１節。「15:11 祭司長たちは、

バラバの方を釈放してもらうよう

に群衆を扇動した。」なんと事態

は予想しない方向にむかっ行きま

す。ピラトは自分の思惑が外れる

と、１２節。「15:12 そこで、ピ

ラトは改めて、「それでは、ユダ

ヤ人の王とお前たちが言っている

あの者は、どうしてほしいのか」

と言った。」祭司長たちに扇動さ

れた群衆はさらに叫びます。１３

節。「15:13 群衆はまた叫んだ。『十

字架につけろ』。」ピラトは群衆が

これほど執拗にイエスを亡き者に

しようと願っているのが理解でき

ません。そこで１４節。「15:14

ピラトは言った。『いったいどん

Antonio Ciseri, “ Ecce Homo!,” 1871
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な悪事を働いたというのか。」す

ると「群衆はますます激しく、『十

字架につけろ』と叫び立て」るの

でした。ヨハネ福音書は主イエス

の無実を分からせるために、ピラ

トが群集の面前に主イエスを引き

出した、と記しています。ヨハネ

１９章４－５節。「19:4 ピラトは

また出て来て、言った。「見よ、

あの男をあなたたちのところへ引

き出そう。そうすれば、わたしが

彼に何の罪も見いだせないわけが

分かるだろう。」19:5 イエスは茨

の冠をかぶり、紫の服を着けて出

て来られた。ピラトは、「この人

を見よ」〔[ラ] Ecce homo エッケ

・ホモ。新共同訳「見よ、この男

だ」〕と言った。」またも、ピラト

との見通しは外れたのです。群集

は紫の衣をつけ、荊の冠を被らさ

れて陵辱された主イエスの姿を見

ると、同情の心よりも加虐の喜び

に目覚めて、弱り果てた動物に鞭

を加えるかのように、叫びます。

「十字架につけろ。」もう祭司長

たちの扇動は必要ではありませ

ん。群衆は走り出した列車のよう

に、止まらずに動き続け、叫び続

けます。「十字架につけろ。」火の

ついた藁のように、燃え続け、叫

び続けます。「十字架につけろ。」

何のために叫んでいるかも知らず

に叫んでいます。「十字架につけ

ろ。」

ピラトは群集の要求にこたえ

て、やむをえずイエスの処刑に踏

み切ります。ピラトにとっては、

自分の政治生命を守ることが第一

であり（ヨハ19:12）、ローマにユ

ダヤの治安に混乱が生じていたこ

と伝わらないようにしたいという

願いがあったからです。この時ピ

ラトは、イエスの死について自分

に責任がないことを示そうとし

て、手を洗ったという記事がマタ

イ福音書に報告されてます。マタ

イ福音書の２７章２４－２５節。

「27:24 ピラトは、それ以上言っ

ても無駄なばかりか、かえって騒

動が起こりそうなのを見て、水を
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持って来させ、群衆の前で手を洗

って言った。「この人の血につい

て、わたしには責任がない。お前

たちの問題だ。」27:25 民はこぞ

って答えた。「その血の責任は、

我々と子孫にある。」

フランスのプロヴァンスで造ら

れている“ポンテオ・ピラト石け

ん”という石けんがあります。値

段は７ユーロ、ドルで購入すると

９ドル９９セント(＋配送料１４

ド ル )。

配送料が

高いので

買うのを

やめまし

た。その

宣伝文句

にこう書

かれてい

ます。「あ

なたの罪を全部洗い流してくださ

い。あなたのお悩みのゴダコタの

すべてからあなたの手を洗ってし

まいたいですか。でしたらこの石

けんが必要です。一切の責任を取

る必要が無くなります。あなたの

手をポンテオ・ピラト石けんで、

すっきりこっきり綺麗にしておき

ま し ょ う 。〔 Product description:

Pontius Pilate Soap - Wash Your Sins
Away. Want to wash your hands of the
whole affair? Then you need this soap.

Never take the blame for anything -
keep your hands squeaky clean with
Pontius Pilate soap. Measures 8 x 6x
2.5cm, Manufacturer a typyk, made in
Prorance.〕。しゃれ(冗談)で書か

れた商品紹介です。もちろん洗っ

ても罪の責任は消えるわけではあ

りません。ピラトの罪は消えるわ

けではありません。自己保身のた

めに真実に背を向けた彼の不真実

は、わたしたちが毎週告白する使

徒信条の中にとどめられました。

「主は…ポンテオ・ピラトのもと

に苦しみを受け。」主イエスの処

刑に関与した総督としての彼の名

前が週ごとに確認されるのです。

彼は主イエスの無罪を知りなが

ら、人々を満足させるために不当

な死刑判決を認めたのであり、真

実を曲げた彼の生き方は、真実か

ら報復を受けることになるので

す。主イエスの無言の十字架は、

多くの人の罪と不真実を明らかに

します。十字架で審かれているの

は、実は、主イエスではなく、主

イエスを罪ある者とした人びとの

罪と不真実なのです。そしてつい
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にピラトは群衆の声に負けます。

１５節。「15:15 ピラトは群衆を

満足させようと思って、バラバを

釈放した。そして、イエスを鞭打

ってから、十字架につけるために

引き渡した。」

主イエスではなく、バラバが釈

放されました。彼は犯罪者です。バ

ラバは、研究者の間では、おそら

くローマへの武力抵抗を訴えた熱

心党の一員だったのではないかと

考えられています。が､それはさ

ておき。聖書の伝えるバラバの記

事をもとにして、スウェーデンの

作家ペール・ラーゲルクヴィスト

は『バラバ』(Barabbas)〔1950

年、Pär Lagerkvist、尾崎義 (訳)

岩波文庫〕という小説を書きま

した。この小説で、作者のペール

・ラーゲルクヴィストは、１９５

１年のノーベル文学賞を受賞して

います。さらにこの小説は、後に

アンソニー・クウィンの主演で映

画化(1961年)されました。

ローマのユダヤ総督ピラト（ア

ーサー・ケネデ

ィ）は民衆の声

におされて、ナ

ザレのイエスに

替えて盗賊バラ

バ（アンソニー

・クイン）を赦

免しました。作者ラーゲルクヴィ

ストは、この「イエスに命を貰っ

た男」悪党バラバが、盗賊から信

仰に目覚め深化していく過程を描

きます。バラバの周りに真実なキ

リスト教徒が配置されます。信仰

に対する疑念・問いかけ・共感を

通して真の信仰が追究されていき

ます。しかし安易に答を出さない

のが、ラーゲルクヴィストの特徴

でもあります。〔以下の説明は、

明快さの観点から映画を基礎にし

ます。映画は相当に脚色されてい

ますが、作品の主要点を把握して

いると考えます。〕ラーゲルクヴ

ィストがバラバの周りに配置した
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①一人目の人物はかつて彼の情婦

であったラケル（シルヴァーナ・

マンガーノ／原作で

は無名の「兎唇女」）。
み つ く ち

バラバがラケルと再

会したとき、彼女は

もうキリスト信者に

なっていました。バ

ラバはラケルの信仰

から来る彼女の心の

清らかさに心をゆす

ぶられます。しかし

信者にとって迫害の

時代はすでに始まっていました。

信者になっていたラケルも捕えら

れて処刑されてしまいます。この

出来事にバラバは再び狂暴化し、

間もなくローマ当局によって捕え

られて、シシリー島の硫黄鉱山に

流刑となってしまいます。

そして二人目が②その流刑地で

出会った、同じ流刑者でキリスト

教徒のサハク（ヴィットリオ・ガ

スマン）でした。ガスの渦巻く地

獄のような硫黄鉱山の地下での労

役に耐え、多くの囚人が生命を失

ってゆく中、バラバとキリスト教

徒サハクだけは生きのびます。そ

してバラバはキリスト教徒サハク

にならって自分の首にかけていた

奴隷鑑札に十字とイエス・キリス

トの文字を刻みます。このバラバ

とサハクという不死身の二人の噂

を聞いた州総督夫妻は、二人の受

け 渡 し を 願 い 出 て 、 彼 ら を

剣 闘 士養成所へ入れ、二人をお
グラディエーター

抱えの剣 闘 士に育てます。とこ
グラディエーター

ろがキリスト教徒であるサハクは

闘技場で相手をねじ伏せても最終

的に殺すことを拒み反逆罪に問わ

れ、養成所の隊長のトルヴァド（ジ

ャック・パランス）に処刑されて

しまいます。しかしやがてバラバ

に、トルヴァド

と対決する日が

やってきます。

バラバはトルヴ

ァドを倒し、自分の首にかけた十

字〔すでにトルヴァドによって十

字と文字は削られていましたが、

その精神〕に反してトルヴァドを

殺してしまいます。ローマ皇帝(ネ

ロ)はバラバに自由を与えます。

バラバはサハクの遺体をキリスト

教徒の地下墓地に葬ります。
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その直後、ローマに大火事、大

火が起こります。ローマが炎上し

ます。「神は旧き世界を、天の火

をもって焼き払われる日が来る」

と語っていたキリスト教徒の言葉

が、今現実になっているのだと誤

解 し た バ ラ バ

は、このローマ

の大火はキリス

ト教徒の反乱に

違いないと信じ

ます。そう信じ

たバラバは、こ

のとき神の声を

聞いたように錯覚します。ラーゲ

ルクヴィストの文章です。「磔男

がもどって来たのだ！ゴルゴタの

丘の彼がもどって来たのだ！その

約束どおり、人間を救うため、こ

の世界を滅ぼすために！約束どお

りそれを潰滅させ、燃やしてしま

うために！いまこそ、彼はその力

を示したのだ。そしてバラバが彼

を助けようというのだ！悪党バラ

バ、ゴルゴタ以来の罪深い兄弟で

ある彼は裏切らない。いまは裏切

らない。今度は裏切らない。」こ

れはバラバの信仰告白なのです。

ラケルを助けられなかった。サハ

クも助けられなかった。今こそ神

に従い、キリスト教徒を助けるの

だ。今こそ古きものを焼き払うの

だ、と彼は狂ったようにローマの

市街に火をつけて回ります。そし

てついにまた捕えられて、放火の

嫌疑をかけられた８００人のキリ

スト教徒とともに十字架にかけら

れまてしまいます。

バラバの物語を通して、ラーゲ

ルクヴィストは、信仰を完成形と

して描きませんでした。彼が問い

かけまた表現した信仰とは、人間

的な猜疑心と弱さと誤解から、表

面的には、キリストへの接近と離

反を繰り返しながらも、イエスか

ら逃れなくなった心、心の底でゴ

ルゴタの兄弟に命を貰ったことを

忘れない(忘れられない)という一

種の①「こだわり」でした。そし

てこの「こだわり」がこの物語の

最後では、バラバが十字架上で語

る「お前さんに委

せるよ、おれの魂

を」という言葉に

昇華します。ラー

ゲルクヴィストに

おいて信仰は、固

定的な行動パター

ンとしてではなく、②「動的」な

もの(動きのあるもの)、変化して
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いくものとしてとらえられます。

その意味で信仰はつねに成長過程

にあるのです。つまり信仰の歩み

とは、ゴルゴタの兄弟と、わたし

との生きた長い関わりの物語のこ

となのです。

新しい一週間も、わたしたちが

「ゴルゴタの兄弟から命を貰った」

ことを忘れず、また、わたしたち

のために死に、また今も生きてお

られる主イエスとともに新しい物

語の一頁を記していきたいと思い

ます。今週も、主と共に歩んでま

いりましょう。祈ります。

2019.9.8 日本基督教団・千歳丘教会
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15:1 夜が明けるとすぐ、祭司長

たちは、長老や律法学者たちと共

に、つまり最高法院全体で相談し

た後、イエスを縛って引いて行き、

ピラトに渡した。

15:2 ピラトがイエスに、「お前が

ユダヤ人の王なのか」と尋問する

と、イエスは、「それは、あなた

が言っていることです」と答えら

れた。

15:3 そこで祭司長たちが、いろ

いろとイエスを訴えた。

15:4 ピラトが再び尋問した。「何

も答えないのか。彼らがあのよう

にお前を訴えているのに。」

15:5 しかし、イエスがもはや何

もお答えにならなかったので、ピ

ラトは不思議に思った。

15:6 ところで、祭りの度ごとに、

ピラトは人々が願い出る囚人を一

人釈放していた。

15:7 さて、暴動のとき人殺しを

して投獄されていた暴徒たちの中

に、バラバという男がいた。

15:8 群衆が押しかけて来て、い

つものようにしてほしいと要求し

始めた。

15:9 そこで、ピラトは、「あのユ

ダヤ人の王を釈放してほしいの

か」と言った。

15:10 祭司長たちがイエスを引き

渡したのは、ねたみのためだと分

かっていたからである。

15:11 祭司長たちは、バラバの方

を釈放してもらうように群衆を扇

動した。

15:12 そこで、ピラトは改めて、

「それでは、ユダヤ人の王とお前

たちが言っているあの者は、どう

してほしいのか」と言った。

15:13 群衆はまた叫んだ。「十字

架につけろ。」

15:14 ピラトは言った。「いった

いどんな悪事を働いたというの

か。」群衆はますます激しく、「十

字架につけろ」と叫び立てた。

15:15 ピラトは群衆を満足させよ

うと思って、バラバを釈放した。

そして、イエスを鞭打ってから、

十字架につけるために引き渡し

た。

15:16 兵士たちは、官邸、すなわ

ち総督官邸の中に、イエスを引い

て行き、部隊の全員を呼び集めた。

15:17 そして、イエスに紫の服を

着せ、茨の冠を編んでかぶらせ、

15:18 「ユダヤ人の王、万歳」と

言って敬礼し始めた。

15:19 また何度も、葦の棒で頭を

たたき、唾を吐きかけ、ひざまず
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いて拝んだりした。

15:20 このようにイエスを侮辱し

たあげく、紫の服を脱がせて元の

服を着せた。そして、十字架につ

けるために外へ引き出した。

15:1 Kai; eujqu;" prwi` sumbouvlion

poihvsante" oiJ ajrcierei'" meta; tw'n

presbutevrwn kai; grammatevwn kai;

o{lon to; sunevdrion, dhvsante" to;n

!Ihsou'n ajphvnegkan kai; parevdwkan

Pilavtw/.

15:2 kai ; e jphrwvthsen aujto;n o J

Pila'to", Su; ei\ oJ basileu;" tw'n

!Ioudaivwn_ oJ de; ajpokriqei;" aujtw'/

levgei, Su; levgei".

15:3 kai; kathgovroun aujtou' oi J

ajrcierei'" pollav.

15:4 oJ de; Pila'to" pavlin ejphrwvta

aujto;n levgwn, Oujk ajpokrivnh/ oujdevn_ i[de

povsa sou kathgorou'sin.

15:5 oJ de; !Ihsou'" oujkevti oujde;n

a jpekri vqh, w {ste qaumavzein to;n

Pila'ton.

15:6 Kata; de; eJorth;n ajpevluen aujtoi'"

e{na devsmion o}n parh/tou'nto.

15:7 h\n de; oJ legovmeno" Barabba'"

meta; tw'n stasiastw'n dedemevno"

oi {tine" e jn th ' / sta vsei fo vnon

pepoihvkeisan.

15:8 kai; ajnaba;" oJ o[clo" h[rxato

aijtei'sqai kaqw;" ejpoivei aujtoi'".

15:9 oJ de; Pila'to" ajpekrivqh aujtoi'"

levgwn, Qevlete ajpoluvsw uJmi'n to;n

basileva tw'n !Ioudaivwn_

15:10 ejgivnwsken ga;r o{ti dia; fqovnon

paradedwvkeisan aujto;n oiJ ajrcierei'".

15:11 oiJ de; ajrcierei'" ajnevseisan to;n

o[clon i{na ma'llon to;n Barabba'n

ajpoluvsh/ aujtoi'".

15:12 oJ de; Pila'to" pavlin ajpokriqei;"

e[legen aujtoi'", Tiv ou(qevlete) poihvsw

(o }n le vgete) to ;n basile va tw 'n

!Ioudaivwn_

15 :13 o i J d e ; pa v l in e [ kraxan,

Stauvrwson aujtovn.

15:14 oJ de; Pila'to" e[legen aujtoi'", Tiv

ga;r ejpoivhsen kakovn_ oiJ de; perissw'"

e[kraxan, Stauvrwson aujtovn.

15:15 oJ de; Pila'to" boulovmeno" tw'/

o[clw/ to; iJkano;n poih'sai ajpevlusen

aujtoi'" to;n Barabba'n, kai; parevdwken

to ;n !Ihsou 'n fragellw vsa" i {na

staurwqh'/.

15:16 OiJ de; stratiw'tai ajphvgagon

aujto;n e[sw th'" aujlh'", o{ ejstin

praitwvrion, kai; sugkalou'sin o{lhn

th;n spei'ran.

15:17 kai; e jndiduvskousin aujto;n

porfuvran kai; peritiqevasin aujtw'/

plevxante" ajkavnqinon stevfanon:
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15:18 kai; h[rxanto ajspavzesqai aujtovn,

Cai're, basileu' tw'n !Ioudaivwn:

15:19 kai; e[tupton aujtou' th;n kefalh;n

kalavmw/ kai; ejnevptuon aujtw' / kai;

tiqevnte" ta; govnata prosekuvnoun

aujtw'/.

15:20 kai; o{te ejnevpaixan aujtw'/,

ejxevdusan aujto;n th;n porfuvran kai;

ejnevdusan aujto;n ta; iJmavtia aujtou'. kai;

ejxavgousin aujto;n i{na staurwvswsin

aujtovn.

イザヤ書５３章

53:1 わたしたちの聞いたことを、

誰が信じえようか。主は御腕の力

を誰に示されたことがあろうか。

53:2 乾いた地に埋もれた根から

生え出た若枝のように／この人は

主の前に育った。見るべき面影は

なく／輝かしい風格も、好ましい

容姿もない。

53:3 彼は軽蔑され、人々に見捨

てられ／多くの痛みを負い、病を

知っている。彼はわたしたちに顔

を隠し／わたしたちは彼を軽蔑

し、無視していた。

53:4 彼が担ったのはわたしたち

の病／彼が負ったのはわたしたち

の痛みであったのに／わたしたち

は思っていた／神の手にかかり、

打たれたから／彼は苦しんでいる

のだ、と。

53:5 彼が刺し貫かれたのは／わ

たしたちの背きのためであり／彼

が打ち砕かれたのは／わたしたち

の咎のためであった。彼の受けた

懲らしめによって／わたしたちに

平和が与えられ／彼の受けた傷に

よって、わたしたちはいやされた。

53:6 わたしたちは羊の群れ／道

を誤り、それぞれの方角に向かっ

て行った。そのわたしたちの罪を

すべて／主は彼に負わせられた。

53:7 苦役を課せられて、かがみ

込み／彼は口を開かなかった。屠

り場に引かれる小羊のように／毛

を切る者の前に物を言わない羊の

ように／彼は口を開かなかった。

53:8 捕らえられ、裁きを受けて、

彼は命を取られた。彼の時代の誰

が思い巡らしたであろうか／わた

しの民の背きのゆえに、彼が神の

手にかかり／命ある者の地から断

たれたことを。

53:9 彼は不法を働かず／その口

に偽りもなかったのに／その墓は

神に逆らう者と共にされ／富める

者と共に葬られた。

53:10 病に苦しむこの人を打ち砕

こうと主は望まれ／彼は自らを償
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いの献げ物とした。彼は、子孫が

末永く続くのを見る。主の望まれ

ることは／彼の手によって成し遂

げられる。

53:11 彼は自らの苦しみの実りを

見／それを知って満足する。わた

しの僕は、多くの人が正しい者と

されるために／彼らの罪を自ら負

った。

53:12 それゆえ、わたしは多くの

人を彼の取り分とし／彼は戦利品

としておびただしい人を受ける。

彼が自らをなげうち、死んで／罪

人のひとりに数えられたからだ。

多くの人の過ちを担い／背いた者

のために執り成しをしたのは／こ

の人であった。


